「そもそも自死遺族支援とは？

　　～自死遺族支援の現状とこれからを、本音で語ろう」
全国自死遺族総合支援センター全体集会報告
日　時：2009年6月19日（金）16：00～21：00　21：00～深夜＝フリートーク
20日（土）9：00～11：00
場　所：旅館「つたや」都内文京区本郷
参加者：自死遺族支援活動を行っている人24名、これから始める人5名

自殺対策全般に関わっている人12名　　合計41名

内訳：　北海道2名、東北４名、首都圏22名、中部2名、近畿4名、九州7名
　　　　民間37名　行政4名

うち自死遺族19名　
　　　　男性14名　女性27名

プログラム

1. 自己紹介をしながら、自分と他の参加者の参加目的を知り、確認する

2. ５～６人の小グループにわかれて、現在の活動で困っていること、悩んでいること、迷っていること、話し合いたいことを各自ポストイットに記し（1枚に1項目）、模造紙に貼って発表する。同じような内容があれば整理し、まとめ、発表し合う
· 本当に当事者の立場に立って活動できているのかどうか、あらためて見直す必要性
· ニーズに合った支援とは？　支援のあり方について意見交換がしたい

· 行政が為すべき／できる自死遺族支援とは？日々模索している　

· 現代のエスプリ５０１号にある内容全般
· 既存の理解ある社会的資源との連携方法について
· 「自殺予防」と「遺族支援」の関係、啓発の方向性など

· 自助(セルフヘルプ)グル－プと支援グル－プの区分を改めて分けて明示しようとする背景と根拠について
· わかち合い・集いに参加できない事情のある(恐らく)大多数の遺族の声、要望はなにだろうか?　私たちにできることはあるのか?
· 参加者からの批判をどのように受け止め、対処するか
· わかち合い、集いを継続していく際の様々な問題点について

· 「なぜ」「何のために」活動するのか、原点に立ち戻って考え、自分を見つめ直す機会にしたい
· はじめて参加される方と、何回か参加されている方。一緒が良い場合とそうでない場合があるので、他団体ではどのようにしているか
· 遺族の気持ちに沿った支援とは？
· ファシリテーターの養成をどのように行うか

· 自死遺族自身が、自死遺族以外にも強い自責の念を持つ遺族・家族（交通事故で同乗している家族を亡くした運転手、出産時のトラブルで障害を持った子の親、自殺未遂で脳死状態になった人の家族など）の存在に気づくにはどうしたらよいか
3. 「そもそも自死遺族支援とは？」各自の考えをポストイットに記し、模造紙に貼って行く
死別後の時間軸を縦軸に、横軸に個人、社会をおいて、記されたポストイットを整理し貼り直しながら、それぞれが記した事柄について考えてみる

個人



社会

死別

· 遺族の持っている問題は多様、多面的に対応するシステム構築の必要性
· 分かち合いスタッフが、地域の社会資源や行政、法律、医学の基礎知識を学ぶ研修が必要ではないか

· コツコツと、ただコツコツと続けるのみ

· 気負いのない雰囲気が肩の力を抜いてくれた。自分を語ることで、整理につながった
· 顔を合わせての意見交換の大切さを実感した。抱えている課題に取り組む力がわいてきた。

· 分かち合いの会だけが遺族支援ではないことがよくわかった

· 必要としている人たちにどのように情報を届けるか、一層の努力が必要
· 他府県の具体的な自殺対策をもっと知りたい

· 場の提供に徹することの大切さを再認識した

· 他の地域の取り組みを聞き、自分たちの活動の特徴がわかるように感じた

· そもそも自死遺族支援とは「自分自身を知れ」。自分のできること、できないことを認識して暴走しないこと
· 立ち上げてみて、やむを得ず休むこともあり得る、休会とする勇気も大切と気付いた
· マンパワーの地域格差を痛感した

· スタッフの充電のために、このような研修は不可欠。語り合い、聞き合うことから答えはそれぞれが見出していく
· ぜひ、このように支援に関わっている人が集い、率直に話し合える場を定期的に開催してほしい
参考資料 ５








